
多い本市にお

者が固定化・高齢化していることもあり、活動の底辺拡大や若 いて、子どもや親子をターゲットとした事業の展開も図ってい

い世代への継承が必要となっている。 く。

令和４年度は新型コロナウイルス感染症の影響で人を集めるこ 新型コロナウイルス感染症が収束してきていることから、従来

とが困難となったが、人数制限や感染症対策を徹底し、規模を 通りの事業展開に戻すとともに、華やかさを加えて実施できる

縮小して開催することができた事業もあった。 よう方策を工夫していく。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 5年 6月16日 作成部局名 市民生活部 担当部局名 教育委員会事務局

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

文化スポーツ課

02
創造性や豊かな心を育むまち

生涯学習課

06
芸術文化活動の推進

市民の芸術文化に対する関心を高めるために、質の高い音楽や芸術に触れることのできる環境を整えるとともに、市民自ら

の活躍できる機会をつくるなど、市民の芸術文化活動を促進します。また、現在残されている文化財の記録保存を含め後世

に継承するとともに、まちづくりに文化財を活用しつつ、歴史的な特色を活かした新しい価値を創造し、地域文化の向上を

文化会館管理運営費

芸術文化振興事業

文化祭、音楽祭、芸術展覧 出品者数・参加者数
人 2012以上 2,012 628 1,138

会の出品者数・参加者数

文化祭、音楽祭、芸術展覧 来場者数
人 12,947 12,947 3,035 7,224

会の鑑賞者数 (目標値12,947以上 )

指定管理業務における文化 年間の参加者数
人 102 94 23 166

事業の参加者数

指定管理業務における文化 年間の鑑賞者数
人 20,165 20,165 13,492 19,935

事業の鑑賞者数 (目標値20,165以上 )

市の文化財の認知度 文化財を認知している市民の割合
％ 30.9 18.4 - -

(生涯学習に関する市民意識調査 )

市民が作品や活動を発表する場として、市展や文化祭、音楽祭 文化祭や市展等のイベントＰＲを、一般市民、学校、企業への

等が市民主体の運営体制により開催されている。出演者や出品 広報活動を拡大していくとともに、子育て世代の



1 5,010 的に実施する。また、文化芸術を推

文化祭、音楽祭、美術展覧会 5,010 進する条例の制定へ向けた準備を進

の開催。文化活動団体の支援 13,054 める。

02 文化会館管理運営費　（文化スポーツ課）

文化会館管理運営費

任
意

245,968 ポストコロナとして従来通りの事業

292,612 を実施できるよう指定管理者と連携

○ － １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ01 01 02 01 17 02 01 245,894 を図っていく。また、市民が誇れる

文化会館の設置目的である市 245,661 魅力あるイベント等、新規事業を検

民の文化の向上と福祉の増進 13,054 討実施する。

01 文化財保護事業　（生涯学習課）

文化財保護事業

義
務

6,539 文化財の保護、啓発に努める。

13,086

－ － １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 義01 01 10 04 04 01 01 13,667

文化財の調査、保護活用の充 13,661

実。文化財学習指導者及び郷 6,266

02 郷土博物館運営費　（生涯学習課）

（再掲）郷土博物館資料収集

任
意

＜（再掲）について＞

・保存利用事業 本事業は、他の施策を主たる施策として構成する事

02 01 10 04 06 02 02 務事業ですが、一部が本施策にも寄与するため「再

戸田市に関わる自然・歴史・ 掲の事務事業」として、参考に掲載しています。
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展のほか企画

年

系展覧会を開催 ※事業

 

内容は、当該事務事業

6

評価シートを参照

月16

R4決算額 R5

日

計画額 R6予算額
計（

作

千円） 事業費 256,

成

166 310,239

部

264,571
うち一

局

般財源 256,166

名

309,936 264

市

,332

民生活部 担当部局名 教育委員会事務局

○結果と今後の方向性

進捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０５年度（事業費総額） 令和０６年度 令和０７年度 令和０８年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０５年度（人件費総額） 令和０６年度 令和０７年度 令和０８年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価
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事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

令和４年度も依然として新型コロナウイルス感染症の影響があったが、
人数制限や感染症対策を徹底し、実施可能な事業は開催することができた。
今後はポストコロナとして、事態収束を意識した事業展開を検討し、進めていく。

Ｂ

310,239 ↓ 264,571 ↑ 310,239 → 310,239
芸術・文化関連事業については、文化会館の指定管理者でもある文化スポーツ財団と連携し、
人員・予算とも現状維持で、工夫しながら取り組む。
文化財の調査や標柱等の改修事業を今後も継続して実施していく。

32,374 → 32,374 → 32,374 → 32,374
芸術・文化関連事業については、文化会館の指定管理者でもある文化スポーツ財団と連携し、
人員・予算とも現状維持で、工夫しながら取り組む。
文化財の調査や標柱等の改修事業を今後も継続して実施していく。

01 芸術文化振興事業　（文化スポーツ課）

芸術文化振興事業

任
意

3,659 芸術文化関連団体の支援を継続する

4,541 とともに、イベント等の周知を積極

－ － １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 02 01 17 01 0


